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八王子市の人口推移（少子高齢化）

将来人口については、年少人口、生産年齢人口は令和４２年（２０６０年）にかけて減少する一方で、

老年人口は令和２７年（２０４５年）にかけて増加し、その後減少に転じると推計

※「八王子未来ビジョン2040」人口推計より抜粋 2



【健康づくりを起点とする予防型の事業運営にシフトする理由】
74歳までを生産年齢ととらえると、50～74歳までの比率はあまり下がらない
→ 消費者だった高齢者が生産者になれる仕組み（生産年齢人口を低下させない）
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50～74歳で区切った場合の年齢区分別人口構成の割合推移
（八王子市の人口推計から）
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令和2年度国勢調査をもとに作成
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婦
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ひとり親と子ども

核家族以外

非親族を含む世帯

世帯構成の変化
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背
景

会社とのつながり

雇用の保障や
手厚い福利厚生

地域とのつながり

地域の互助組織や
支えあい

行政の取り組みが重要

過疎化や高齢化

地域組織の衰退

少子高齢化

単身世帯の増加

働き方の多様化

ワーキングプアの増加

企業福祉の縮小

直接・対面での
コミュニケーション

の減少

生活困窮をはじめとした
不安・悩みの表面化

自殺者数の11年
ぶりの対前年比増

DV相談件数増
児童虐待相談対応件数増

不登校児童生徒数増

社会構造の変化に伴う新たな課題

社会構造の変化（単身世帯の増加、働き方の多様化、インターネットの普及など）により、
家族や地域、会社などにおける人との「つながり」が薄くなり、誰もが孤独・孤立状態に
陥りやすい状況になっている。

家族とのつながり

家族や親族などに
よる援助

加えて、コロナ禍により社会環境が変化し、孤独・孤立の問題が顕在化・深刻化
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（１）運営日時

月～土曜日（祝日、年末年始を除く） 9時から17時

（２）運営体制

コミュニティ・ソーシャルワーカー（福祉の専門職) ２～３名

（３）機能

① 相談支援機能（包括的相談支援）

② 課題を抱えている方等への継続的な訪問支援（アウトリーチ支援）

③ 課題を抱えている方等を地域や社会とつなぐための交流や社会参加の支援

④ 地域活動の充実、居場所や交流機会等を確保する地域づくりの支援

※ 八王子市社会福祉協議会への委託により実施

はちまるサポート（八王子まるごとサポートセンター）

 支援の狭間に落ち込む生活課題や、複雑化・複合化した問題の相談を受付け、状況整理

しながら適切なサービスや支援機関につなげる、福祉の総合相談窓口。

“相談難民”を生まないための「福祉のよろず相談所」
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地域住民同士の支えあい
（それぞれのできる範囲の支援）

はちまるサポートの相談支援業務
（隙間のない相談支援）

※地域づくりのアウトリーチ含む

市民の様々な困りごと

３つの仕組みがバランスよく機能

第４期地域福祉計画で
目指す姿

多機関協働事業

市民の様々な困りごと
（精神疾患の疑いがある課題も増加）

「はちまるサポート」の業務が肥大化

現状（目指す姿とのギャップ）

多
機
関
連
携

【課題の整理に時間がかかる】

・多機関連携で対応する困難課題

への対応調整に時間を要する

・はちまるサポートが関与しない

課題への連携調整も増加

・事業が機関に浸透している一方、

困難な課題の受け皿化が進行

※多機関支援会議の開催件数

Ｒ３：5件⇒Ｒ6：17件

地
域
づ
く
り
等

【地域への関わりが減少】

・アウトリーチの時間が作れない

（地域の支えあい醸成にかける時

間が減少）

・居場所づくりやボランティア育成な

どの取組にかける時間を確保しにく

い（相談業務の増大）

１

相
談
支
援

【問題の変化】

・精神疾患の疑いや障害者手帳が

ないなど、既存の専門性では対応

に苦慮する相談が増加

（課題整理に時間がかかる）

・人材育成に時間がとれない

（経験の浅い職員は不安大）

２

Ａ Ｃ Ｄ ＥＢ

複雑化・複合化した課題 整理に時間
がかかる

Ａ Ｃ Ｄ ＥＢ

連携調整
依頼の増

３

はちまるサポートの運営課題

多機関協働事業

はちまるサポートの相談支援業務
（困難な課題の受け皿化）

地域住民同士のささえあい
（できる範囲の支援）

①地域で
支え合う

機能

② 地域と支援
関係機関をつ

なぐ機能

③連携して
支援を行う

機能
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地域のささえあい
（それぞれのできる範囲の支援）

はちまるサポートと
高齢者あんしん相談センターによる

隙間のない相談支援
（アウトリーチ体制の充実）

多機関協働事業

３つの仕組みをさらに充実

再構築で目指す姿を実現
（新たな手法）

Ａ Ｃ Ｄ ＥＢ

複雑化・複合化した課題

新たな手法で進める重層的な支援体制整備

地域のささえあい
（それぞれのできる範囲の支援）

はちまるサポートの相談支援業務
（隙間のない相談支援）

※地域づくりのアウトリーチ含む

多機関協働事業

市民の様々な困りごと

３つの仕組みがバランスよく機能

第４期地域福祉計画で
目指している姿

Ａ Ｃ Ｄ ＥＢ

複雑化・複合化した課題

市が中心で担い、困難な
課題を中立の立場で
コーディネート

（情報共有・可視化含む）

事業整理により相談体
制の厚みを増し、地域の
基盤をつくるアウトリーチ
支援を充実

社会福祉協議会の強み
を生かした地域づくりの
充実で地域主体の
課題解決力が向上

それぞれの“強み”を生かした
包括的な支援体制の整備へ

市民の様々な困りごと

はちココで網羅的に対応
①地域で
支え合う

機能

② 地域と支援
関係機関をつ

なぐ機能

③連携して
支援を行う

機能
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新たな手法で進める重層的な支援体制整備

9

※八王子市高齢者計画・第9期介護保険事業計画 Ｐ.71より抜粋

「多機関協働担当」

＝はちまるサポート

「支援調整」の場

＝支援会議

令和７年度まで

はちまるが支援会議を開催

令和８年度から

市が支援会議を開催
（はちまるは運営補助）

社協のリソースを地域づくりと
相談体制に集中



アウトリーチ体制
の強化

（早期支援の充実）

チームで対応する
体制づくり

市内13か所に設置した「はちまるサポート」を６か所（基本計画に定める6地域）へ

⇒拠点化することにより、専門職がチームで対応できる体制をつくるとともに、地域へのアウトリーチを

中心とした能動的な活動を充実する。

（社協の強みを生かした地域福祉の推進を図る再構築）

はちまるサポートの段階的な拠点化による支援体制の強化
～基幹型はちまるサポートの拠点化～

拠点化のメリット

（１）知識や経験の継承から対応力が向上

（２）案件を抱え込まないチーム対応

（３）地域へのアウトリーチがしやすい体制

アウトリーチを充実するメリット

（１）地域と支援機関とのつながり強化

（２）課題の早期発見・早期支援の提供

（３）連携による社会資源の充実 など

はち
まるＡ

はち
まる
Ｂ

基幹型
はちまるサポート

（拠点化）

はち
まる
Ｃ

社会福祉協議会の強みを生かした“つながり”づくり

“課題の種”を発見するための地域活動支援や居場所づくり等、地域との顔の見える関係づくりを充実

⇒ 結果的に、はちまるサポートの認知度が向上し、課題の早期発見、早期支援につながる

地域課題を発見し、必要な支援

を地域に届ける

（課題発見と支援の循環強化）
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市全体とのつながり
（はちココ）

地域の支えあい

見直しのコンセプト（案）
～階層構造化による包括的な支援体制の充実～

重なりあい、広がる、「包括的な支援体制」づくりの推進

第4期地域福祉計画の「キーワード」

悩みを取りこぼさない“誰でも”“いつでも”“どこでも”
支援とつながる最も身近な相談相手

“つ
な
が
り
や
す
く
”安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
へ

様々な
相談窓口

はちまる
サポート

市

日常的な困りごとをまるごと受け止める身近な専門相談窓口

（高齢者あんしん相談センターの分野横断的な相談対応への転換等）

支援と市民力・地域力を高める能動的な支援

（はちまるサポートを拠点化し、地域への直接的な支援に力を入れる）

関係所管との連携強化による円滑な多機関連携体制

（運用支援、人材育成、システム活用、事業評価など支援者支援の充実）

誰もが地域の力になれる支えあいの地域
（日常生活のちょっとした困りごとを受け止められる地域づくりの充実）
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社協の強み
を生かした
アウトリーチ
支援の充実
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